
  
 

図書館教育研修講座 
初めての試み 地域の施設と人材を活用させていただきました。 

 今年度の図書館教育は、９月１５日（水）京極町の湧学館で開講しました。京極町教

育委員会のご協力を頂き、施設と講師をお借りする形で実施しました。皆さんもご承知

の通り湧学館はすばらしい図書館運営をしているところです。京極町の町民だけではな

く近隣の町村の方々にも図書の貸し出しを行っているところです。また、町内の各学校

との連携を図り、図書全体を一括管理するシステムをとっているところです。更に、学

校へ出かけ出前図書等の活動もしていると伺っておりました。現在、湧学館副館長の新

谷 保人氏が図書館の運営をなさっており、当日の講師として受講者のご指導をいただ

きました。今年度は、先生方の他に町村の図書館に勤務する職員、社会教育に関する業

務をされている方々の参加もありました。講師含めて２５名の参加となりました。 

古くなった図書の修理の仕方の実演もあり、参加者から大変好評を得ていたと講座担

当主事から報告がありました。ただし、講座開催の案内等が町村の図書館関係者まで届

いていなかったということもあり、来年度の課題としておきます。 
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湧学館副館長 新谷 保人氏 自作の図書修理用プレス 

実際の修理作業 楽しい読書活動の紹介 



来年度の研修講座講師のご紹介 各学校から 
  

後志教育研修センター２３年度の研修講座について検

討をする時期になってきております。これから１２月にか

けていろいろな会議が段階を経て実施されると思います

が、今年度から来年度の講師募集について新たな試みをし

ております。今までは、今年度の講師からの聞き取り、校

長会等の教育機関・団体などの推薦を得て講師を選出して

きました。 

今年度からはもう少し幅を広げて各学校の管理職（教頭

を含めて）から推薦いただくという形を取り入れました。

人事異動で他管内からの異動されてきている先生方も多くなってきていること。講師を務

めるだけの力量があるにもかかわらず、管内的にその実績が知られていない先生方がいる

こと。更に、管理職からみて、所属校の先生方が研修講座の講師を務めることによって教

師としての資質向上につながると期待している先生方もいること等の理由からです。 

推薦された方が全て講師になるとは限りませんが、研修センターとしても幅広く人材を

集めたいとの考えから各学校にご協力いただいております。 
 

来年２月 調査・研究事業報告会の実施 
 

研修センターでは、所員が中心となって調査研究事業に取り組

んでおり、月１回程度委員会を開催して進めております。年度末

には、研究紀要を発行しております。昨年の反省では、所員がど

のような調査研究に取り組んでいるのかの周知を、少なくとも所

員の所属している町村の教育長、所属学校長にしなければならな

いというが意見として出されていました。現在、学習指導、校内

研修、社会教育の調査研究内容を発表する機会を設けようという

ことで進めております。具体的には、後日、案内を出したいと考

えております。調査研究について興味関心のある方々も参加できるように配慮したいと考

えております。 

 

○ 研修講座受講再募集 ○ 
今年度の研修講座も先生方のご協力をいただきながら残り４つとなりました。 

下記の通りです。 

 

○道徳教育研修講座     １０月２０日（水） 

○総合的な学習研修講座   １１月 ２日（火） 

○国語科研修講座      １１月 ９日（火）～１０日（水） 

○パソコン実技研修講座    １月１１日（火）～１２日（水） 

 

  現在、受講者数が少ない総合的な学習研修講座については、再募集をかけておりま

す。教育委員会を通すか直接研修センターに申し込み下さい。特に、倶知安町の先生

方のご協力お願いします。残りの講座についても受講予定の方は日程を確認しておい

て下さい。 

教頭先生、研究係の方、校内回覧よろしくお願いします。 


